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モバイルユーザーガイド
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ご使用の前に取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。特に「安全上のご注意」は、
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特長

■　H.265出力に対応
画像圧縮方式に H.265方式を採用。H.264方式と
比較して圧縮効率が上がるため、回線容量・録画容
量の削減が可能です。

■　電動レンズ調整機能の搭載
電動ズーム/フォーカス機能を搭載し、設置時の調
整工数を大幅に削減します。

■　検出機能の搭載
妨害検出、置き去り/持ち去り、ラインクロス等の検
出機能を搭載し、カメラをインテリジェントなセ
ンサーとして使用可能です。

■　WDR（ワイドダイナミックレンジ）機能
WDR機能で厳しい逆光でもしっかり撮影できます。

■　マルチエンコード
異なるフレームサイズや圧縮形式、ビットレートで同
時に 3種類のストリームを配信できます。

■　音声の入出力可能
外部マイクを接続して音声を本機からパソコンに入
力できます、またパソコンに入力した音声をネット
ワーク経由で本機から出力することもできます。

■　コリドール表示機能
映像を回転させることによって、映像を縦長で表
示する「コリドール表示」に対応しています。映像
回転は 90°、180°、270°可能です。

本製品は下記 URLに記載されている HEVC特
許の１つ以上の請求項の権利範囲に含まれてい
ます。
patentlist.accessadvance.com

この取扱説明書の見
かた

■　本文中の記号の見かた
ご注意 ：操作上の注意が書かれています。
メモ ：機能や使用上の制限など、参考になる

内容が書かれています。
P. ：参考ページを示しています。

■　本書記載内容について
0　最新の取扱説明書やファームウェアは、ホーム
ページのお問い合わせ・サポート内の各種ダウ
ンロードにてご確認ください。
ホームページ：https://www.jvc.com/jp/pro/

0　本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部、
または全部を弊社に無断で転載、複製などを行
うことは禁じられています。

0　Windows 、Microsoft Edge、Windows Media
Player は米国Microsoft Corporationの米国およ
びその他の国における登録商標です。

0　Intel Core は、米国およびその他の国における
Intel Corporation の商標です。

0　QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標
です。

0　本書に記載されている他社製品名は、一般に各
社の商標、または登録商標です。本書では™、®、
©などのマークは省略してあります。

0　本書に記載されたデザイン、仕様、その他の内容
については、改善のため予告なく変更すること
があります。

0　本書で使われている画面は、実際のものとは異
なる場合があります。

0　microSDカードは、「SDカード」として説明して
いるところがあります。

はじめに (つづき)はじめに
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■　取扱説明書の構成
本機の取扱説明書は、次の構成になっています。

名称 内容
取扱説明書（設
定編）（PDF
版）

本機の運用に必要な設定・操作方
法について説明しています。弊社
ホームページからダウンロード、
閲覧できます。

取扱説明書（設
置編）（本書）

本機の設置・接続方法について説
明しています。

モバイルユー
ザーガイド

本機の設置方法、運用に必要な設
定・操作方法について説明してい
ます。
スマートフォン、タブレット、パ
ソコンなどで閲覧できます。
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安全上のご注意

絵表示について
この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が
記載されています。これらは、製品を安全に正しく
お使いいただき、お客様や他の人々への危害や財
産の損害を未然に防止するための表示です。絵表
示の意味をよく理解してから本文をお読みくださ
い。

この表示（文字含む）を無視し
て、誤った取り扱いをすると、
人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示し
ています
この表示（文字含む）を無視し
て、誤った取り扱いをすると、
人が傷害を負ったり、物的損害
の発生が想定される内容を示
しています

絵表示の説明
●　注意（警告を含む）が必要なことを示す記号

一般的注意 感電注意 手をはさまれ
ないよう注意

●　してはいけない行為（禁止行為）を示す記号

水場での
使用禁止

ぬれ手禁止

分解禁止接触禁止 水ぬれ禁止

禁止

●　必ずしてほしい行為（強制・指示行為）を示す記
号

電源プラグを抜く 一般的指示
●　各説明項目の中には、重複している内容もあり
ます。

 警告
異常が発生したとき

■　万一、次のような異常が発生し
たときは、そのまま使用しない
火災や感電の原因となります。

 

0　煙が出ている、へんなにおいがす
るなどの異常のとき。

0　画面が映らない、音が出ないなど
の故障のとき。

0　内部に水や物が入ってしまったと
き。

0　落としたり、キャビネットが破損
したとき。

0　電源ケーブルが傷んだとき。（芯線
の露出、断線など）
このようなときは、すぐに電源をお
切りください。煙が出ているときは、
止まったのを確かめてから販売店に
修理を依頼してください。お客様ご
自身が修理することは危険です。絶
対にやめてください。

設置について
■　天井や壁面に取り付ける機器
は、本機の重量に十分耐えられ
る強度を持った場所に取り付け
る

 

本機の質量は約 835gです。化粧合
板、石膏ボード、プラスターボードな
ど、材質に強度が足りない場合は、補
強材（ベニヤ合板など）を当てて補強
してください。
補強が不十分な場合は、落下し、けが
の原因となります。

■　設置／接続作業は販売店または
専門業者に依頼する

 

設置／接続作業は、専門的な知識や
技術が必要になります。販売店また
は専門業者にご依頼ください。正し
く設置／接続されないと、落下によ
るけがや事故、火災や感電の原因に
なります。

はじめに (つづき)
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電源や電源ケーブルについて
■　表示された電源電圧以外で使用
しない

 

火災や感電の原因となります。

■　トラックやバス、船舶などの直
流 DC電源に接続しない

 

火災の原因となります。

■　雷が鳴り出したら、電源ケーブ
ルなどのケーブル類に触れない

 

感電の原因となります。

■　電源ケーブルを傷つけない  

電源ケーブルを傷つけると、火災や
感電の原因となります。
0　電源ケーブルを加工しない。
0　無理に曲げたり、ねじったり、引っ
張ったりしない。

0　電源ケーブルの上に機器本体や重
いものをのせない。

0　電源ケーブルを熱器具に近づけな
い。

取り扱いについて
■　機器内部に物を入れない  
機器内部に金属類や燃えやすい物な
どが入ると、火災や感電の原因とな
ります。特に小さいお子様がいる場
所では注意してください。

■　本機を分解したり、改造したり
しない

 

内部には電圧の高い部品があり、火
災や感電の原因となります。内部の
点検、修理は販売店に依頼してくだ
さい。

■　海岸近くでは使わない  

塩害により故障の原因となります。

■　この機器の包装に使用している
梱包箱・梱包袋・ポリ袋などは、
小さなお子様の手の届くところ
に置かない

 

遊びに使ったり頭からかぶったりす
ると、けがや窒息の原因となります。
梱包箱・梱包袋・ポリ袋などは、施工
後に回収してください。

■　本機にぶら下がらない  

倒れたり、こわれたりしてけがの原
因となることがあります。特に小さ
いお子様のいる場所では注意してく
ださい。
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 注意
設置について

■　落下防止ワイヤーを正しく取り
付ける

 

落下防止ワイヤーは必ず接続し、取
り付ねじやナットは確実に締め付け
てください。故障やけがの原因とな
ります。

■　関連機器を接続する場合は、各
機器の取扱説明書をよく読み、
電源を切り、説明書に従って接
続する

 

接続には指定のケーブルを使用して
ください。指定以外のケーブルを使
用したりすると発熱し、火災ややけ
どの原因となることがあります。

■　取扱説明書（設置編）に記載され
ていることに従って設置する

 

取扱説明書の設置手順に従わない不
完全な設置を行なうと、落下や故障
の原因となります。

■　取り付けねじやナットで締め付
ける箇所がある機器は、締め付
けを確実に行なう

 

締め付けが不確実・不十分だと落下、
けがの原因となることがあります。
適切な締め付けトルク、サイズ、数量
で確実に締め付けてください。台風・
大雨・暴風・地震などのあとには、ね
じの緩みがないか点検し、落下の危
険がないことを確認してください。
また、1年に一度は取り付けねじに
緩みや破損がないことを点検し、確
認してください。

■　レンズを直接太陽に向けない  

太陽光など、強い光の当たる場所に
置かないでください。光が焦点に集
まって火災になる場合があります。

取り扱いについて
■　長期間使用しないときは、電源
を切る

 

安全および節電のため、電源を切っ
てください。

お手入れについて
■　定期的に点検を行なう  
取り付け部の劣化や振動や衝撃によ
るねじの緩み、落下防止ワイヤーの
腐食や劣化がないことを定期的に点
検し、落下の危険がないことを確認
してください。

■　2～3年に一度は内部の点検を販
売店に依頼する

 

熱、湿気、ほこりなどの影響や使用の
度合いによる部品劣化で、火災の原
因となることがあります。
特に、湿気の多くなる梅雨時の前に
行うと、より効果的です。

はじめに (つづき)
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設置上のご注意

設置作業時にご注意いただきたい重要な項目です
ので、必ず設置作業前にお読みください。

■　設置作業時のご注意について
0　開封時、カメラや添付物・付属品の外観に目視で
きる破損がないことを確認してください。

0　設置作業時には、カメラの落下に十分注意して
作業を行なってください。

0　天井への取り付けの際は、落下物から目を保護
するため、必ず保護めがねを着用して行なって
ください。

0　専用の取り付け金具が添付されている場合、必
ず使用してください。

0　雨天時の設置作業は、雨滴が内部に入らないよ
う十分にご注意ください。また、防じん・防水対
応のカメラを多湿環境で設置した場合や本機を
寒い場所から急に暖かい場所へ持ち込んだとき
などに、すぐ使用するとレンズなどがくもる恐
れがあります。その場合、しばらく放置し、くも
りが取れるまで使用しないでください。シリカ
ゲルが添付されている場合は忘れずにカメラ内
部にシリカゲルを装着してください。

0　カメラや接続ケーブルなどへの誘雷に対応はし
ていますが、万全ではありません。落雷の被害が
考えられる取り付け場所では、必ず接続ケーブ
ルにアレスターを追加するなどの対応をとって
ください。

0　フロントカバーやレンズなどの光学部品は直接
手で触れないようにしてください。指紋などが
付着していると画質劣下の原因となる場合があ
ります。

0　ヒーター内蔵カメラの場合、寒冷地で電源を入
れると内部が温まるまでカメラにアクセスでき
ない場合があります。寒冷地で使用する場合は
常時通電して内部温度が下がらない状態でご使
用することをおすすめします。

0　カメラの防じん・防水性能は、取扱説明書などの
設置手順や設置作業時のご注意に記載されてい
る防水処理を施されている状態での性能になり
ます。カメラと取り付け面の防水処理や接続ケー
ブルの防水処理を確実に行なってください。

■　電源について
0　カメラに電源を供給するときには取扱説明書を
確認して正しい電源・電圧でお使いください。定
格を超えた電源を供給すると故障や発煙・発火
の恐れがあります。故障した場合は、まず電源を
切って、速やかにサービス窓口へ連絡してくだ
さい。外観・動作に異常がなくても内部にダメー
ジが残っている場合があります。速やかにサー
ビス窓口へ連絡して点検（有償）を受けてくださ
い。

0　DC 12 V /AC 24 V仕様のカメラの電源は一次電
源から絶縁されたものをお使いください。
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正しくお使いいただ
くためのご注意

■　製品セキュリティに関するご注意
0　弊社では「製品セキュリティに関する基本方針」を
定め、製品の安全性の確保に努めています。この「製
品セキュリティに関するご注意」をよくお読みの
うえ、正しくお使いください。
製品セキュリティに関する基本方針は、下記 URL
をご覧ください。
https://www.jvckenwood.com/jp/product_security.html

0　本機は、電気通信事業者（移動通信会社、固定通信
会社、インターネットプロバイダー等）の通信回線
（公衆無線 LANを含む）に直接接続することがで
きません。

0　工場出荷時のユーザー名とパスワードは広く公開
されているため、変更せずに使用していると大変
危険です。容易に推測されない文字と数字を組み
合わせたユーザー名とパスワードに設定してくだ
さい。また、パスワードは定期的に変更してくださ
い。

■　電波障害について

この装置は、クラス A 機器です。この装置を住宅環
境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあり
ます。
この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要
求されることがあります。

VCCI-A

■　保管および使用場所について
0　次のような場所に置かないでください。
誤動作や故障の原因になります。
0　スポットライトなど、高温になる照明器具に近
いところ

0　エアコンの吹き出し口近くなど直接冷気の当た
るところ

0　火口や温泉場、トンネルの中など腐食性のガス
が発生するところ

0　可燃性のガスを使用するところ
0　放射線や X 線を発生するところ
0　変圧器やモーターなど強い磁気を発生するとこ
ろ

0　トランシーバーや携帯電話など電波を発生する
機器に近いところ

0　振動、衝撃のあるところ
0　砂の多いところ
0　明滅をする光源がある所
0　プールなど薬剤を使用するところ
0　海岸付近など潮風による塩害の発生が予想され
るところ

0　直射日光が映るところ
0　本機および本機に接続したケーブルが強い電波や
磁気の発生するところ（例、ラジオ、テレビ、変圧
器、モニターなどの近く）で使用された場合、画像
にノイズが入ったり、色彩が変わることがありま
す。

0　雨や湿気にさらされるところで保管しないでくだ
さい。屋内用カメラは雨や湿気にさらされるとこ
ろでは使用できません。屋外で使用する場合は、ハ
ウジングなどを使用してください。

0　カメラを寒い場所から暖かい室内などへ移動した
ときに、結露が発生し、動作しない場合がありま
す。この場合は室温にしばらく放置して結露が取
れてから、電源を入れてください。

0　防じん・防水性能 IP66に対応とは、どのような環
境下でも浸水しないことを保証しているものでは
ありません。

はじめに (つづき)
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■　設置・設定時のご注意
0　本機の設置は、高所での作業を伴います。設置工事
は必ず販売店または専門の工事店にご依頼くださ
い。

0　設置作業は、けがや事故を防止するため、ヘルメッ
ト、安全靴や手袋、保護めがねを着用するなど、設
置に適した服装で行なってください。

0　すべての工事・配線が完了したら、電源を入れる前
にもう一度、すべての結線・配線・コネクターが確
実に接続できているか、また、極性、配線間違いが
ないか確かめてください。予期せぬ事故を未然に
防げます。

0　本体落下防止ワイヤーは、必ず確実に取り付けて
ください。取り付け後は、ボルトやナット、ねじな
どの緩みなどがないことを必ず確認してくださ
い。

0　本製品を取り付ける天井、壁面などは、本機の荷重
に充分耐えられる場所を選び、確実に取り付けら
れる方法（ねじ、ボルト、ナット、アンカーボルトな
ど）を選んでください。

0　本機で SDカードへ記録中に、万一、電源が切れる
と、停電前 1分程の録画映像と録画音声が消失・破
壊することがあります。録画録音する場合は、給電
機器を無停電電源装置(UPS)によって停電保護さ
れた電源に接続してください。

0　設置時は、必ず電源を切った状態で行なってくだ
さい。機器の故障や誤動作の原因となることがあ
ります。

0　各種ケーブルは、次のことに注意して接続してく
ださい。
0　無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしな
い

0　ケーブルの上に機器本体や重いものをのせない
0　機器本体やフロントパネルなどに挟み込まない
0　熱器具に近づけない

■　お手入れについて
0　お手入れは、電源を切ってから行なってください。
0　本機の外装の汚れは乾いた柔らかい布などで取っ
てください。汚れがひどい場合は、中性洗剤を水で
薄めてふき、あとでからぶきしてください。シン
ナーやベンジンなどでふかないでください。表面
が溶けたり、くもったりします。

■　輸送について
0　輸送する場合は、カメラの入っていた箱は捨てず
に取っておき、その箱を使用してください。

0　輸送時の衝撃に耐えるため補助テープで固定して
いるカメラもあります。カメラの故障防止のため
可能な限り元の梱包状態に戻してから輸送するこ
とをおすすめします。

■　省エネについて
0　長時間使用しない場合は、安全および節電のため
電源を切ってください。

■　電源について
0　すべての結線が終了してから本機の電源を入れて
ください。接続ケーブルの抜き差しは電源を切っ
てから行なってください

■　時計機能について
0　本機は電源を供給しない状態で約 36時間経過す
ると時計が初期化されます。初めてお使いになる
場合や、時計が初期化された場合は、時計の設定を
行なってください。時計を設定しなかった場合、ロ
グ、SDカード記録およびメール送信の時刻情報が
正しく表示されません。

0　時刻サーバー（NTPサーバーや SNTPサーバー）
を使用して自動的に時刻合わせを行なうことも可
能です。

■　SD カードについて
0　SDカードは寿命のあるデバイスのため長期間の
使用はおすすめできません。保存データの消失に
よる損害は、弊社で一切の責任を負わないものと
します。大切なデータは定期的にバックアップを
お願いします。

0　下記の条件によって SDカードのデータを消失・
破壊することがあります。
0　SDカードに電気的・物理的なショックを与えた
とき

0　データのアクセス中に SDカードを取り出した
り機器の電源を切ったりしたとき

0　SDカードが寿命となったとき
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■　映像の再生について
0　本機のビューワーの録画ボタンと SDカード記録
で録画した映像については、オペレーティングシ
ステムごとに下記のプレーヤーで再生を確認して
います。
0　Windows Media Player（バージョン：12）
0　H.265で録画した映像については、別途ライセ
ンス費用が必要です。

■　ズーム動作について
0　下記の現象は内蔵レンズの性能によるもので故障
ではありません。
0　ズーム動作が止まった後に、フォーカスが動く
0　ズーム動作がなめらかでない
0　ズーム動作中に瞬間的にフォーカスがずれる

■　赤外照明について
0　本機の赤外光を至近距離で直視しないでくださ
い。

0　画像サイズやレンズ位置をワイド端で使用する
と、画面の四隅に白い光が映る場合があります。
ズームを少しテレ側に調節することで白い光が映
らなくなります

0　可視光センサーを搭載しているカメラの場合、下
記の状態になると、誤動作の原因となります。誤動
作を起こす場合は、画角、メニュー設定［DAY/
NIGHT］などを調節してください。
0　可視光センサー部が隠れる
0　可視光センサー部に強い光が当たる
0　可視光センサー部と被写体の明るさが大きく異
なる

0　カメラ内蔵の赤外照明を使用する場合は、必ず夜
間の映像を確認してください。

0　カメラ内蔵の赤外照明を使用する場合は、下記の
ような要因により赤外光が映り込み、画像が白く
光って見えることがありますが、故障ではありま
せん。
0　天井、壁面、その他の障害物などに反射する場
合：レンズの画角や撮影方向を変えることや、障
害物を移動させることにより改善することがあ
ります

0　フロントカバーに付着した汚れに反射する場
合：清掃することにより改善することがありま
す

0　カメラのサンシェードに反射する場合：レンズ
の画角や撮影方向を変えることやサンシェード
の取り付け位置を再調整することにより改善す
ることがあります

0　チルト/ローテーションの位置によりカメラに反
射する場合：レンズの画角や撮影方向を変える
ことやチルト/ローテーションの位置を変えるこ
とにより改善することがあります

0　本機では、チルト、ローテーションの範囲が広いた
め、画角や向きによっては、本機の一部が撮影画面
に映り込む場合があります。赤外照明が映り込み
画面の端が白くなることがありますが故障ではあ
りません。ローテーション角度、画角、チルト角度
など調整すると改善することがあります。

0　環境や被写体によっては赤外光の映り込みが改善
できない場合があります。その場合はカメラ内蔵
の赤外照明を使用せずに別途赤外照明投光器を用
意してご使用くださることをおすすめします。

■　フォーカスについて
0　高倍率レンズを使用しているカメラの場合、温度
変化によってフォーカスがずれることがあります
が故障ではありません。

0　フォーカスを合わせる場合は、実際に使用する環
境の温度に近い状態で行うことをおすすめしま
す。

0　使用中の温度変化によってフォーカスがずれる場
合は、オートフォーカス機能を使用するか、フォー
カスを取り直して使用してください。

0　オートフォーカス機能はカメラの設定、被写体や
光源の状態によっては、フォーカスを合わせられ
ない場合があります。この場合はマニュアルで合
わせてください。

0　オートフォーカスで合わせにくい被写体
0　輝度が極端に高い（明るい）被写体
0　輝度が極端に低い（暗い）被写体
0　輝度が常に変化している被写体（点滅するライ
トなど）

0　コントラスト(明暗差)がほとんどない被写体
0　繰り返しの縦縞パターンがある被写体
0　動きのある被写体

0　オートフォーカスで合わせにくい設定
0　AGCで感度アップし画面がザラついている
0　電子感度アップで画面の動きが少ない
0　電子ズーム中で十分な輪郭成分が少ない

■　音声入出力について
0　マイクゲインの設定値が高い場合、音声に雑音が
目立つことがありますが、これは故障ではありま
せん。

はじめに (つづき)
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■　著作権について
0　本書の著作権は当社に帰属します。本書の一部、ま
たは全部を当社に無断で転載、複製などを行うこ
とは禁じられています。

■　免責について
0　取扱説明書（設置編）に従わない不完全な取り付け
により発生した事故や損害、落下については、当社
は責任を負いかねますので、設置には十分な注意
をお願いします。

0　CMOS撮像素子を使用したローリングシャッター
方式のカメラは、旋回台に搭載するときなどのカ
メラが動く撮影や動く被写体を撮影する場合に、
建物の柱や被写体がゆがみ、実際とは違う映像が
出力されますが、撮像素子の特性によるもので故
障ではありません。

0　本システムは、特定のエリアを対象に監視を行う
ための映像を得ることを目的に作られたもので
す。本システム単独で犯罪などを防止するもので
はありません。

0　弊社はいかなる場合も次の事項に関して一切の責
任を負わないものとします。
1. 本システムに関して直接または間接に発生した、
偶発的、特殊、または結果的損害・被害。
2. お客様の誤使用や不注意による障害または本シス
テムの破損など。
3. お客様による本システムの分解、修理または改造
が行われたことによる損害・被害。
4. 本システムの故障・不具合以外の何らかの理由ま
たは原因により、映像が表示できないことによる不
便・損害・被害。
5. 第三者の機器などと組み合わせた拡張システム等
による不具合、あるいはその結果被る不便・損害・被
害。
6. お客様による監視映像（記録を含む）が何らかの理
由により公となり、または監視目的以外に使用され、
その結果、被写体となった個人または団体などによ
るプライバシー侵害などを理由とするいかなる賠償
請求、クレームなど。
7. 記録または登録した情報内容が何らかの原因によ
り、消失してしまうこと。

■　本機で記録した映像（音声）の個人情報の保
護について

0　本機で撮影（録音）された映像（音声）には個人を特
定できる情報が含まれている可能性があります。
映像（音声）のインターネットなどでの公開は第三
者のプライバシー権や肖像権の侵害や、個人情報
保護法へ抵触する場合がありますので、十分に取
り扱いにご注意ください。

■　その他
0　大切な撮影の場合は、必ず事前に動作確認を行なっ
てください。

0　太陽や明るいライトなどの非常に強い光源にレン
ズを向けないでください。故障の原因となります。

0　強い降雨や降雪の場合、霧が発生している場合な
どの環境条件によっては映像が不鮮明になること
があります。

0　落雷などにより電源電圧が変動した場合、動作が
不安定になったり、故障したりすることがありま
す。

0　機器設置などで入出力端子に触れる際にはあらか
じめ静電気を除去したあと、作業を行なってくだ
さい。

0　モニター出力使用時に、表示領域の広いモニター
を用いた場合は画面の外周部に線が見えることが
あります。

0　蛍光灯照明下（インバーター照明器は除く）のちら
つき（フリッカー）を軽減するため、露光設定を“フ
リッカーレス”に設定してご使用ください。
フリッカーレスに設定しても、非常に明るい照明
環境下では、ちらつき（フリッカー）が発生するこ
とがあります。

0　強い光源、ハロゲンランプ、電球などの赤外線成分
が強い光源では黒色の被写体が紫に近い色に映る
ことがありますが、レンズの特性によるもので故
障ではありません。

0　明暗の差が大きい被写体（蛍光灯など）を撮影した
とき、明暗の境目が紫色になることがあります。
（パープルフリンジ）
これはレンズの性能によるもので故障ではありま
せん。画角の調整や映像（カラーレベル、ブライト
ネス）の調整をすることで改善することがありま
す。

0　被写体によっては逆光の明るい部分や強い光源が
内面で反射して画像に映り込むこと（ゴースト）が
ありますが故障ではありません。イメージエンハ
ンスモードがWDRモードのときにはより強調さ
れることがあります。画角を調整することで改善
することがあります。

0　AGCや電子感度アップを大きく設定し暗い被写
体を撮影すると、ランダムノイズやカラーノイズ
が発生することがありますが、撮像素子の特性に
よるもので故障ではありません。
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■　その他（本機特有のご注意）
0　本機の放熱が不十分になると故障の原因となりま
す。本機周辺の通風を妨げないようにしてくださ
い。

0　AGCが動作中、トランシーバーなど強い電波を発
生する機器を本機の近くで使用すると、映像にビー
トなど発生することがあります。トランシーバー
などを使用する場合は、本機から 3 m以上はなれ
て使用してください。

0　本機をホワイトバランス“Narrow”、“Wide”、“Full”
（自動調整）で使用したとき、自動色温度追尾ホワ
イトバランス回路の原理上、実際の色と多少色合
いが異なることがありますが、故障ではありませ
ん。

0　高湿時、急激な温度変化によってフロントカバー
がくもることがあります。

0　外来の雑音などによって、アラーム信号ケーブル
の長さが 50 m以下でもアラームが誤動作を起こ
す場合があります。その場合は、雑音源からケーブ
ルを遠ざけるなどの処置を行なってください。

0　マルチキャストを使用する場合は、IGMPv2に準拠
したネットワークスイッチを使用してください。

0　インテリジェント機能搭載のスイッチングハブの
一部機種においては、ブロードキャストまたはマ
ルチキャストの抑制機能が付いています。その機
能が有効な場合、本機のマルチキャスト画像が正
常に閲覧できない場合があります。

0　落雷やエアコンの電源投入などによって電源電圧
が瞬間的に断たれる、または低下した場合、映像が
乱れたりノイズが混入することがあります。

0　ビューワーで視聴時に音声がずれる場合がありま
すが、故障ではありません。

0　本機を低温環境下で電源を入れた場合、内蔵のヒー
ターによって内部が温まるまでのあいだ（30分程
度）は、本機にアクセスできません。低温環境下で
は常時、通電して使用することをおすすめします。

0　本機は電源投入後、ズーム/フォーカスの初期動作
を行います。初期動作が完了するまでに 1分 30秒
程度かかりますが、故障ではありません。

0　赤外照明点灯時に対象被写体より手前に物体があ
る場合やチルト方向が上方を向いている場合は、
乱反射により、赤外照明が正常に機能しないこと
がありますが、これは故障ではありません。

0　フロントカバーはガラス製です。破損しないよう、
取り扱いにご注意ください。

0　周囲温度が仕様の範囲内であっても強風の中の降
雪などにより、ガラス表面やカメラ本体に厚く積
雪や氷が付着し解凍できなくなることがありま
す。このとき、カメラの映像が見えなくなるなどの
症状を発生することがあります。凍結の恐れがあ
る場所に設置する場合はご注意ください。

0　カメラが上方を向いているときは、降雪などによ
り映像が正しく映らない場合がありますので、ご
注意ください。

0　ズームのワイド側で画面の四隅が暗くなる場合が
あります。その時は少しテレ側にすると解消しま
す。

添付物・付属品

本機を取り付ける前に、下記の添付物・付属品が
揃っていることをご確認ください。
0　取扱説明書（設置編）：1
0　保証書：1
0　テンプレート：1
0　アダプタープレート：1
0　レンチ：1
0　シリカゲル：1
0　コネクターカバー：1
0　ねじ（M3）（落下防止ワイヤー取付用）：1
0　サンシェード：1
0　つまみねじ：1
いずれかが同梱されていない場合は、お買い上げ
販売店、または最寄りのサービス窓口までご連絡
ください。

はじめに (つづき)
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各部の名称

0abcd

2 1

7

3

8

9

＜フロントカバーをはずした状態＞
4 5

6

製品概要
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A　 フロントカバー
SDカードスロットに SDカードを挿入すると
きやシリカゲルを入れるときにはずします。

B　 サンシェード
雨や直射日光から本機への影響を抑えます。

C　 可視光センサー
デイナイト切り替え時に使用します。

D　 赤外照明
赤外光を照射します。

E　 SDカードスロット
microSDHCまたは microSDXCカードを挿入
してデータを保存できます。
「microSDカードについて（P.15 ）」

F　 LED
本機内部にある LEDが運用時には青色に点灯
します。

メモ : 
0　設定で消灯にすることができます。詳しくは、「取
扱説明書（設定編）」の［LEDインジケータ］ペー
ジをご覧ください。

G　 FOCUSスイッチ
スイッチを短押しするとレンズのフォーカス
が一度自動で調整されます。
10秒以上押し続けると、工場出荷状態に戻りま
す。

H　 落下防止ワイヤー取付ねじ穴（M3）
落下防止ワイヤーを取り付ける際に使用しま
す。

I　 取付ベース
継手構造でパン、チルト、ローテーションを調
整します。

■　ケーブルについて
J　 電源ケーブル

DC 12 V電源に接続します。
K　 AUDIOケーブル
マイク入力、ライン出力ケーブルを接続しま
す。

L　 MONITOR OUTケーブル
本機設置時の画角調節や、フォーカスを調整す
る場合に使用します。監視用/記録用には適しま
せん。

M　 ALARMケーブル
アラーム入力、アラーム出力ケーブルを接続し
ます。

N　 PoE（LANケーブル）
RJ-45ケーブルでのネットワーク接続、または
PoE給電対応機器からの電源供給接続に使用
します。

製品概要 (つづき)
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microSDカードにつ
いて
本機では、撮影した映像を SDカードスロット内
の microSDカード（別売）に記録できます。
ご注意 : 
0　microSDカードを使用するためには、使用する
前に本機でフォーマットする必要があります。

■　本機で使用可能なmicroSDカードについて
microSDカードは下記の仕様のものを使用してく
ださい。
0　Class10以上対応の microSDHC/microSDXC
カード、動作保証温度 85 °C以上のもの
下記microSDカードは本機に接続して、動作確認
を行なっております。
0　SanDisk　SDSQUAC-128G-JN3MA
0　SanDisk　SDSQXAO-256G-JN3MD
0　SanDisk　SDSQXA0-512G-JN3MD
0　TOSHIBA　MSDAR40N128G
0　TOSHIBA　MSDBR48N256G
0　TOSHIBA　MUH-E256G
0　TOSHIBA　MU-J256GX
0　JVCケンウッド KNA-SD32A
（高耐久 SDカード）
0　SanDisk　SDSQQVR-256G-JN3ID
0　ハギワラ　MSDB-032GS
0　ハギワラ　MSDB-064GS
※　上記条件を満たす microSDカードすべての動
作を保証するものではありません。

■　microSDカードの取り扱いについて
0　フロントカバーを開けた状態で長時間放置しな
いでください。 内部にごみやほこり、湿気が浸入
し、故障の原因となる場合があります。

0　microSDカードを取り出すときは、必ず、［SD
カード管理］ページで［アンマウント］ボタンを
押してから行なってください。

0　動作確認していない microSDカードを使用す
る場合は、記録設定できても正常に記録ができ
ない場合があります。

0　microSDカードを取り出す場合は、microSD
カードを軽く奥に押し込むと、ロックがはずれ
て取り出せるようになります。勢いよく飛び出
ることがありますので十分注意し、失くさない
ようにしてください。

0　microSDカードによっては、本機から取り出し
にくいものがあります。

0　microSDカードの挿入および交換は、本機の電
源を切った状態で行なってください。

■　microSDカードの挿入について
microSDカードの向きを間違えると、カメラや
microSDカードを破損する恐れがあります。
（P.18 ）の図を参照して microSDカードの向きを
確認してください。

■　microSDカードへの記録時間の目安
下記の記録時間については目安です。撮影環境や、
お使いになる microSDカードによって異なるこ
とがあります。
（H.264/H.265、CBR 設定時の記録時間の目安で
す。）

（単位：時間）

ビットレート
容量

128GB 256GB 512GB
500Kbps 500 1000 2000

1000Kbps 250 500 1000
2000Kbps 125 250 500
4000Kbps 62 125 250
8000Kbps 31 62 125
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アラーム入出力信号
について

■　アラーム入力信号
赤外線センサー、ドアセンサー、金属センサー、手
動スイッチなどのセンサーと接続します。
0　アラーム入力信号は、内部回路へのノイズ混入
を防止するため無電圧接点信号を加えてくださ
い。
メモ : 
0　取扱説明書（設定編）の［設定］ページの［アラー
ム入力］ページで接点がメイク時にアラームと
するか、接点がブレイク時にアラームとするか
設定可能です。

0　アラーム信号は 1000 ms以上続けて加えるよ
うにしてください。それより短い場合、アラーム
信号として認識されないことがあります。
ご注意 : 
0　電圧を印加しないでください。故障することが
あります。

INPUT
GND

本機

定格
ローレベル端子電流： 9 mA以下
ハイレベル端子電圧： DC 3.3 V

■　アラーム出力信号
報知器、表示器、ライト、ブザーなどの報知装置と
接続します。
0　アラーム出力信号はフォトMOSリレーで絶縁
されたオープンドレイン出力となっています。
メモ : 
0　取扱説明書（設定編）の［設定］ページの［アラー
ム出力］ページでアラーム時の接点をメイクと
するかブレイクとするかを設定可能です。
ご注意 : 
0　この端子は、極性がありますので必ず COM側
出力より ALARM OUT側出力の電圧が高くな
るよう接続してください。
逆電圧を加えると破損します。

ALARM OUT

COM

本機

定格
最大印加電圧： DC 24 V
最大駆動電流： 300 mA

製品概要 (つづき)
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設置

外観の確認
0　開封時、本機や添付物・付属品の外観に目視でき
る破損がないことを確認してください。

作業前にお読みください
0　本製品を取り付ける天井、壁面などは、本機の荷
重に充分耐えられる場所を選び、確実に取り付
けられる方法（ねじ、ボルト、ナット、アンカーボ
ルトなど）を選んでください。

0　設置作業時には、カメラの落下に十分注意して
作業を行なってください。

0　本体落下防止ワイヤーは、必ず確実に取り付け
てください。取り付け後は、ボルトやナット、ね
じなどの緩みなどがないことを必ず確認してく
ださい。

0　取付ねじやナットの締め付けが不十分だと本機
が落下する原因となります。締め付けは適正か
つ確実に行なってください。

0　雨天時の設置作業は、雨滴が内部に入らないよ
う十分にご注意ください。また、防じん・防水対
応のカメラを多湿環境で設置した場合や本機を
寒い場所から急に暖かい場所へ持ち込んだとき
などに、すぐ使用するとレンズなどがくもる恐
れがあります。その場合、しばらく放置し、くも
りが取れるまで使用しないでください。シリカ
ゲルが添付されている場合は忘れずにカメラ内
部にシリカゲルを装着してください。

0　カメラの防じん・防水性能は、取扱説明書などの
設置手順や設置作業時のご注意に記載されてい
る防水処理を施されている状態での性能になり
ます。カメラと取り付け面の防水処理や接続ケー
ブルの防水処理を確実に行なってください。

0　カメラや接続ケーブルなどへの誘雷に対応はし
ていますが、万全ではありません。落雷の被害が
考えられる取り付け場所では、必ず接続ケーブ
ルにアレスターを追加するなどの対応をとって
ください。

0　取扱説明書（設置編）に従わない不完全な取り付
けにより発生した事故や損害、落下については、
当社は責任を負いかねますので、設置には十分
な注意をお願いします。

設置・接続の準備
電工ボックスを使用する場合は、「電工ボックスに
取り付けるとき（P.21 ）」をご覧ください。

■　壁面の準備
付属のテンプレートを使用して設置場所にマーク
します。
電工ボックスを使用する場合は不要です。

1　 設置場所に付属のテンプレートを配置して、カ
メラ固定用の穴を 3箇所あける
0　穴径および深さは固定用のねじまたはアン
カー（M4）の仕様に合わせて決めてくださ
い。

2　 必要に応じて、ケーブル通線孔（∅40 mm程度）
をあける

ケーブル通路
ねじ取付穴
（M4x3）

ケーブル
通線孔

∅40mm

∅84mm

ご注意 : 
0　壁の強度を確認してください。強度が不足してい
ると落下の原因となります。

0　固定用ねじ、アンカーボルトは設置場所の構造物
の素材に合致したものを選定してください。

0　固定用ねじ、アンカーボルトはステンレス製をご
使用ください。

設置・接続
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■　カメラの準備
ご注意 : 
0　安全上、すべての接続が終わったことを確認し
てから電源を入れてください。

0　SDカードを挿入するときは、本機の電源を切っ
た状態で挿入してください。

1　 梱包箱から本機を取り出す
2　 フロントカバーをはずす
メモ : 
0　防水性確保のため、フロントカバーはきつく締
め付けられています。外しにくい場合はゴム手
袋等をはめて作業してください。

0　マーキングラベルは剥がさないでください。

3　 microSDカードを挿入する（SDカード記録を
する場合のみ）

印字面 SDカードスロット

0　本機では microSDカードを使用します。
0　必ず本機の電源を切ってから SD カードを挿
入してください。電源を入れたまま、SDカー
ドの抜き差しを行うと、故障の原因となる場
合があります。

メモ : 
0　SDカードを取り出すときは、［イベント設定］-
［アクション］に SDカード記録を設定している
イベントを無効にし本機の電源を切ってから取
り出してください。SDカードを軽く奥に押し込
んでください。ロックがはずれて取り出せます。

0　カードの取り出しには、バネを使用しています。
そのため、場合によっては勢いよく飛び出すこ
とがありますので、ご注意ください。

4　 シリカゲルを取り付ける
0　シリカゲルの両面テープから剥離紙をはが
し、取り付けてください。

SDカードスロット

シリカゲル

ご注意 : 
0　フロントカバーを取り付けるときに、シリカゲ
ルを挟まないようにしてください。

0　メンテナンスなどでフロントカバーを開閉した
ときは、シリカゲルを取り替えてください。フロ
ントカバーを開閉すると、その後の気温変化で
フロントカバーがくもることがあります。

0　シリカゲルを交換するときは、サービス窓口に
お問い合わせください。

5　 フロントカバーを取り付ける
0　防水性確保のため、きつく締め付ける必要が
あります。

0　フロントカバーをマーキングラベルが一致
するまで締め付け、固定します。

マーキングラベル

ご注意 : 
0　フロントカバーは確実に締め付けてください。
締め付けにくい場合は、ゴム手袋等をはめて作
業してください。締め付けが不完全だと浸水す
る場合があります。
メモ : 
0　マーキングラベルは剥がさないでください。

6　 サンシェードを取り付ける
0　付属のつまみねじを使用して、適切な位置に
サンシェードを取り付けます。

設置・接続 (つづき)
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ご注意 : 
0　サンシェードはねじを強く締め付けて固定して
ください。不完全だとサンシェードが落下する
恐れがあります。

■　落下防止ワイヤーの接続

1　 付属のねじ（M3）を使って落下防止ワイヤーを
取り付ける（落下防止ワイヤーは付属されてい
ません）

落下防止ワイヤー取付ねじ 落下防止ワイヤー

ご注意 : 
0　落下防止ワイヤーは長さ・強度・材質（絶縁性）な
どを十分考慮したものを使用してください。

0　落下防止ワイヤーは十分な強度がある場所に
しっかりと固定してください。

0　落下防止ワイヤーは設置場所の構造物と絶縁で
きるように接続してください。構造物が金属の
場合、カメラとの絶縁をとらないと映像にノイ
ズが入ることがあります。

■　ケーブル接続
本機を取り付ける前に設置場所に応じてケーブル
が傷つかないようにケーブル通線孔を通すか、取付
ベースのケーブル通路を通すなどして配線してく
ださい。

●　LANケーブルを接続する
0　カテゴリー 5e以上/100 m 以下の LANケーブ
ルで接続してください。
UTP（シールド無し）を使用してください。

0　付属のコネクターカバーを使用する場合は、LAN
ケーブルをコネクターカバーに通してから RJ45
プラグを圧着してください。

LAN
コネクター

コネクター
カバー

コネクター
カバー

LAN
ケーブル

本機からのLANケーブル

ご注意 : 
0　本機と接続する LANコネクターの寸法は全長

24mm以下にしてください。
LANコネクターの寸法が長くなると、防水用の
コネクターカバーが取り付けできません。

LANコネクター

コネクターカバー

LANケーブル

24mm以下

●　電源を接続する

0　以下のどちらかの方法で電源を接続してくださ
い。
0　DC 12 Vの場合：

DC 12 V電源に接続してください。

本体
DC 12V電源へ

電源ケーブルは以下をご使用ください。

導体直径（mm） ∅1.0 以上 ∅1.6 以上 ∅2.0 以上
最大接続距離（m） 18 45 75
0　PoE (IEEE 802.3afクラス 0)の場合：

LANケーブルを PoE給電対応機器に接続し
てください。
本体

PoE給電対応機器へ

ご注意 : 
0　同時に PoEと DC 12 Vに接続しないでくださ
い。動作が不安定になる恐れがあります。

0　DC 12 V電源の場合は、正しい極性で接続して
ください。極性を間違えると、故障や破損の原因
となります。
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●　アラームケーブルを接続する

0　アラームケーブルを ALARM IN、ALARM OUT
端子に接続してください。
アラームケーブルは隣り合う端子の対（ALARM
OUT-COM、ALARM IN-GND）で接続してくださ
い。
本体

アラームケーブル

信号 説明

COM アラーム出力用
COMMON

ALARM OUT (AL/O) アラーム出力

GND アラーム入力用
GROUND

ALARM IN (AL/I) アラーム入力

メモ : 
0　アラームケーブルは長さ 50 m以下、AWG26～

AWG16相当品をご使用ください。

●　テストモニターを接続する

0　MONITOR OUT端子にテストモニターを接続
し、本機設置時の画角調節や、フォーカスを調節
する場合にご使用ください。
本体 テストモニター

＊画角調節時

メモ : 
0　ケーブルが長いほど信号が減衰するため、解像
度が低下し、ノイズが増えます。取り付けのとき
には、減衰量の少ないケーブルの利用を推奨い
たします。

●　オーディオケーブルを接続する

0　オーディオケーブルを AUDIO IN、AUDIO OUT
端子に接続します。
0　AUDIO IN端子：プラグインパワー方式対応の
コンデンサーマイクなどと接続します。

0　AUDIO OUT端子：アンプ内蔵スピーカーなど
と接続します。

0　GND端子：GROUND接続します。

本体
プラグインパワー方式
対応のコンデンサー
マイクなどへ

アンプ内蔵
スピーカーなどへ

信号 説明

AUDIO OUT (AU/O) アンプ内蔵スピーカーな
どと接続します。

GND AUDIO IN、AUDIO OUT
の共通の GROUND

AUDIO IN (AU/I)
プラグインパワー方式対
応のコンデンサーマイク
などと接続します。

メモ : 
0　オーディオケーブルは長さ 5 m以下のシールド
ケーブルを推奨いたします。

■　防じん・防水処理をする
0　ケーブル類の接続部は必ず防水処理をしてくだ
さい。防水は自己融着テープを端子部に巻きつ
けてください。

0　LANケーブルの防水処理は必ず添付のコネク
ターカバーを使用してください。自己融着テー
プにより接触不良となる恐れがあります。

0　使用しないケーブル端子部分が露出しないよう
に、必ず 1本ずつ自己融着テープ等で防水処理
を行なってください。

0　防じん、防水のために、カメラのケーブル取り出
し口およびすきまと、カメラ取付部の穴をシー
ル材で埋めてください。

0　雨水が入らないよう、ケーブル通路を上に向け
て施工しないでください。また、ケーブル通路を
横にした場合は、ケーブルを U字にたわませる
など、ケーブルを伝って雨水が入らないように
してください。

設置・接続 (つづき)
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■　カメラを取り付ける

1　 取付ベースをカメラ取付用の穴に合わせる
2　 設置場所に、ねじまたはアンカー（M4）でしっ
かりと固定する

ご注意 : 
0　取付ねじについて

0　取付けねじは付属していません。
0　取付穴径は∅6.3mm、ねじ頭部径は∅10mm
です。

0　皿ねじは使用しないでください。
0　インパクトドライバーを使用する場合は最後
まで締め込まず、締め込みは手で行なってく
ださい。取付ベースが破損する恐れがありま
す。

設置完了後、すべてのねじが確実に締められてい
るか、必ず確認してください。
以上でカメラの設置は終了です。このあと、カメラ
の IPアドレスを設定してください。（P.24 ）

■　カメラの取りはずし
カメラを取りはずす場合は、取り付け時と逆の手
順で行います。

■　電工ボックスに取り付けるとき
付属のアダプタープレートを使用して、電工ボッ
クスに固定します。
（Panasonic 製スイッチボックス DS4912対応）
1　 電工ボックスに付属のアダプタープレートを

M4なべ頭ねじ（付属していません）で取り付け
ます。

2　 電工ボックスにケーブルを配線して、カメラ本
体からのケーブルと接続します。

3　 取付ベースをアダプタープレートにM4ねじ
（付属していません）で固定します。

4　 落下防止ワイヤー（付属していません）の一方
を設置場所の構造物に、もう一方をカメラ本体
の落下防止ワイヤー取付ねじに接続してくだ
さい。

ご注意 : 
0　アダプタープレートの取付穴径は∅4.5mm、ね
じ頭部径は∅6.6mm です。

詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくだ
さい。
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接続

動作環境
以下の表は本機の使用に必要な最低限の動作環境
を示しています。この環境を満たすハードウェア
やソフトウェアの使用をおすすめします。
システムハードウェア
CPU Intel Core i5 2.7 GHz以上
RAM 8 GB以上
ディスプ
レー

1920×1080ピクセル以上、True Color
（24ビット/32ビット）

システムソフトウェア
オペレー
ティング
システム

Windows 10 Pro（64 bit）

ブラウ
ザー Microsoft Edge
電源

電源 DC 12 Vまたは PoE (IEEE 802.3af
準拠)

ネットワーク

有線
10BASE-T/100BASE-TXイーサ
ネット
（RJ-45コネクター）

映像の再生
本機のビューワーの録画ボタンと SDカード記
録で録画した映像については、オペレーティング
システムごとに下記のプレーヤーで再生を確認
しています。
0　Windows 10 Windows Media Player（バージョン：12）

ネットワークについて
0　本機が送信するデータ量に対して十分なネット
ワーク帯域を確保してください。また、帯域を超
えるマルチキャストストリームを流さないでく
ださい。マルチキャストストリームによって帯
域が専有されると、ネットワーク経由で本機を
制御できなくなる場合があります。

0　本機が送信するデータ量は設定や配信数によっ
て異なります。

0　送信できるビットレートの上限は 40 Mbps未
満です。

0　最大 20クライアントまで同時配信可能です。

■　フレームレートとフレームサイズ
本機は最大 3チャンネルの同時エンコードが可能
ですが、設定可能なフレームサイズとフレームレー
トの組み合わせに制約があります。
組み合わせの制約についての詳細は、取扱説明書
（設定編）の［エンコーダーの組み合わせ一覧表］の
項を参照ください。

■　JPEGのファイルサイズ
本機の JPEGエンコーダーは、JPEGの画質設定
に合わせてエンコード時の量子化テーブルを一定
に保つため、ファイルサイズはエンコードの設定
だけでなく、カメラ映像に応じても増減します。
設定できるファイルサイズについては、取扱説明
書（設定編）の［エンコード］の項をご参照くださ
い。

■　H.264/H.265ストリームのビットレート
H.264/H.265ストリームのビットレート方式は、
VBR（可変ビットレート）または CBR（固定ビット
レート）のいずれかの方式を選択できます。
VBR方式はカメラ映像の状況に応じてビットレー
トが変化します。VBR方式の場合、画質は安定しま
すが、ビットレートの予測が困難です。CBR方式
はカメラ映像の状況に関係なく、一定のビットレー
トでエンコードします。CBR方式の場合、画質が
変化しますがビットレートの予測が容易です。
VBR、CBRとも、目安としてのビットレートを設
定できます。

設置・接続 (つづき)
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■　音声のデータ量
受信する音声データのストリーミング本数は最大
で 1本です。圧縮方式を G.711に設定したとき、1
本当たり 64 kbpsです。音声のデータ量は次の式
で計算できます。（AACの場合は 96kbps）

64 kbps x 本数
ストリーミング本数は TCPで送信している本数
（クライアントの数）、マルチキャストで送信して
いる本数、および受信している本数を合計したも
のです。例えば本機が 2本の音声を送信し、1本の
音声を受信している場合、データ量は次のように
なります。

64 kbps x 3 = 192 kbps

■　ネットワーク帯域が不足した場合
帯域が不足するとクライアントで取得できる
JPEGの枚数（フレームレート）が少なくなりま
す。また、映像配信が遅延します。H.264/H.265の
場合、ノイズが入り映像を表示できなくなること
があります。

■　ネットワークの遅延
クライアントが JPEGを TCPで取得する場合に
は、クライアントからの ACKを確認しつつ本機は
送信します。遅延が大きいネットワークでは ACK
を受信するまで送信できないため、フレームレー
トが低下します。H.264/H.265の場合、ノイズが入
り映像を表示できなくなることがあります。
マルチキャストで受信すれば、ネットワークの遅
延によるフレームレート低下はなくなります。

■　ネットワークのジッター
ネットワークのジッターが大きいと、遅延時間の
増大、映像のフレームレートの低下が起こります。
H.264/H.265の場合は、ノイズが入り映像を表示
できなくなることがあります。

■　パケットロス
本機から TCPで映像を取得する場合は、パケット
ロスが TCPの再送によってリカバリーされます。
ただし再送による遅延が大きい場合には、データ
が欠落し、映像のフレームレート低下が起こりま
す。H.264/H.265の場合は、ノイズが入り映像を表
示できなくなることがあります。
本機からのマルチキャスト送信でパケットロスが
起こった場合は、映像のフレームレート低下が起
こります。H.264/H.265の場合は、ノイズが入り映
像を表示できなくなることがあります。

■　使用するプロトコル、ポート番号一覧
本機では下記のプロトコル、ポート番号を使用し
ます。ファイアウォールを設置する場合にはこれ
らのポートを通過させてください。
プロトコル/
ポート番号 用途

受信ポート
TCP/21 FTP : SDカードへのアクセス
TCP/80 HTTP : ライブ映像音声の取得、カ

メラ設定、ONVIF
TCP/443 HTTPS : ライブ映像音声の取得、

カメラ設定
TCP/554 RTSP : 映像音声配信制御
TCP/555 音声サーバー

TCP/4456 UPnP : ユニバーサルプラグアンド
プレイ

TCP/10007,1009 検出機能サーバー
送信ポート
TCP,UDP/ユー
ザー定義 TCP, UDP, Multicast 通知
TCP/20,21 FTP : 動画、静止画の保存
TCP/25 SMTP : E-Mail 送信
TCP,UDP/53 DNS : 名前解決
UDP/67 DHCP : IPアドレス自動設定
TCP/80 HTTP : HTTP通知
UDP/123 SNTP : 時刻同期
UDP/137,138
TCP/139,445 SMB : 動画、静止画の保存
UDP/161,162 SNMP : 遠隔監視
UDP/1812,1813 IEEE802.1X : ネットワーク認証
TCP,UDP/不定 RTP,RTCP : 映像音声配信

■　運用プロトコルについて
ONVIFについて
本機は、ONVIF (Open Network Video Interface
Forum)に対応しています。
ONVIFは、監視機器のネットワークプロトコルを
標準化している団体です。
ONVIFでは、監視機器を発見するプロトコル、監視
機器の設定を取得・変更するプロトコル、映像音声
データを送受信するプロトコルなどが標準化され
ています。
ユーザー名、パスワードの初期値は次のとおりで
す。
　ユーザー名： admin
　パスワード： jvc
また、本機は ONVIF profile S/Tを満たしています。
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映像確認の準備
本機が撮影する映像は複数のブラウザーで確認す
ることが可能です。映像の確認には、下記の手順で
表示を有効にすることが必要です。

1　 Cookie を有効にしてください。
0　Microsoft Edgeで、「・・・」-［設定（Q）］をク
リックし、表示されたメニューにある Cookie
とサイトのアクセス許可をクリックしてく
ださい。

0　Cookieとサイトデータの管理と削除を開
き、「Cookieデータの保存と読み取りをサイ
トに許可する(推奨)」をチェックし、「サード
パーティの Cookieをブロックする」のチェッ
クをはずしてください。

2　 プロキシサーバーを使用する場合は、プロキシ
サーバーの設定を行なってください。

IP アドレス（工場出荷値）
本機はネットワーク接続を前提としていますの
で、IPアドレスを最初に割り当てる必要がありま
す。本機の IPアドレスは初期設定で 192.168.0.2、
またサブネットマスクは 255.255.255.0となって
います。ご使用のネットワーク環境に合わせ、IPア
ドレス/サブネットマスクを変更してください。
なお、DHCPサーバーから自動的に IPアドレスを
割り当てる運用の場合には、“ネットワーク”の“IP
設定”で“DHCP”を選択してください。

パソコン接続の準備
この手順の説明は、下記の環境で行なっています。
オペレーティングシステム：Windows 10 Pro（64 bit）
ブラウザー：Microsoft Edge

■　パソコンへの接続

1　 本機とパソコンが同一のサブネットにあるこ
とを確認してください。

2　 デフォルトの IPアドレスを使って本機とパソ
コンがネットワーク接続されていることを確
認してください。
0　「コマンドプロンプト」を起動します。

“ping 192.168.0.2”と入力し、ネットワーク接
続されていると、“～からの応答”というメッ
セージが表示されます。

3　 Microsoft Edgeを起動して IPアドレスに
“192.168.0.2”を入力します。
0　ログイン画面が表示されます。ユーザー名と
パスワードを入力してください。工場出荷時
は admin（ユーザー名）、jvc（パスワード）が
設定されています。
本機の設定については、取扱説明書（設定編）
の“設定”ページをご覧ください。

0　ホームページのお問い合わせ・サポート内の
［各種ダウンロード］ー［ソフトウェアダウン
ロード］から［IP設定ツール］をダウンロード
して、LAN内の本機を検索することができま
す。
ホームページ：https://www.jvc.com/jp/pro/

0　Microsoft Edgeは管理者として実行してく
ださい。

設置・接続 (つづき)
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映像の調節
カメラの取り付けが終わったら、実際の映像を見
ながら映像の調整を行います。
映像の調整については「取扱説明書（設定編）」をご
覧ください。
ご注意 : 
0　カメラ本体を触る前に、必ず体に帯電した静電
気を放電してください。静電気によりカメラが
故障する場合があります。

■　カメラの向き調節

●　パンの調節（A）をする
0　取付ベース（A）のねじ 2個所を添付のレンチで
緩めて、可動範囲内で角度の調節をすることが
できます。

●　チルトの調節（B）をする
0　取付ベース（A）と（B）のねじを添付のレンチで
緩めて、任意の角度に調節することができます。

●　ローテーションの調節（C）をする
0　取付ベース（C）のねじ 2個所を添付のレンチで
緩めて、任意の角度に回転することができます。

(A)
(C)

(B)

(B)チルト

(C)ローテーション

(A)パン

メモ : 
3軸の可動範囲：
0　パンの可動範囲： ±175°
0　チルトの可動範囲： 0°～ 90°
0　ローテーション範囲： ±95°
0　ズーム、フォーカス調整はビューワーで行いま
す。詳しくは、「取扱説明書（設定編）」の［レンズ
調整］をご覧ください。
ご注意 : 
0　可動範囲を超えた場合、本機に負荷がかかり故
障の原因となります。必ず、稼働範囲を超えない
ように設置してください。

ご注意 : 
0　本機が落下する恐れがありますので、調整で使
用するねじ以外をはずしたり緩めたりしないで
ください。

0　調整後は、本機が動かないように各ねじをきつ
く締めてください。

0　カメラの向き調節ねじは緩めすぎると脱落して
本機が落下する恐れがあります。緩める場合は
2回転以上緩めないでください。
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保証とアフターサー
ビス

■　保証書の記載内容ご確認と保存について
この商品には保証書を別途添付しております。
保証書はお買い上げ販売店でお渡ししますので所
定事項の記入および記載内容をご確認いただき、
大切に保管してください。

■　保証期間について
保証期間は、お買い上げ日より 1年間です。保証書
の記載内容によって、お買い上げ販売店が修理い
たします。なお、修理保証以外の補償はいたしかね
ます。
故障その他による営業上の機会損失は補償いたし
ません。その他詳細は保証書をご覧ください。

■　保証期間経過後の修理について
保証期間経過後の修理については、お買い上げ販
売店にご相談ください。修理によって機能が維持
できる場合は、お客様のご要望に応じて有料にて
修理いたします。

■　サービス窓口
0　下記 URLをご覧ください。

https://jkpi.jvckenwood.com/support/repair_department.html
0　業務用修理窓口（045-939-7320）

■　サービスについてのお問い合わせ先
修理・保守・設置工事については、お買い上げ販売
店、または最寄りのサービス窓口にご相談くださ
い。

■　修理を依頼されるときは
お買い上げ販売店、またはサービス窓口に次のこ
とをお知らせください。

品名 ：ハウジング一体型 HDネット
ワークカメラ

型名 ： VN-H158WPR
お買い上げ日：
故障の状況 ：故障の状態をできるだけ具体

的に
ご住所 ：
お名前 ：
電話番号 ：

■　商品廃棄について
この商品を廃棄する場合は、法令や地域の条例に
従って適切に処理してください。

その他 (つづき)その他
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仕様

■　カメラ部
撮像デバイス ： 1/2.8 型 CMOS プログレッシブ

スキャン
有効画素数 ： 213万画素、1945 (H) x 1097 (V)
撮像面積 ：水平 5.6 mm x 垂直 3.1 mm
カラー撮像方式 ：単版 原色 ローリングシャッター

方式
最低被写体照度 ：カラー:0.05lx（F1.6, 50%出力,

AGC 最大）
白黒:0.02lx（F1.6, 50%出力,
AGC 最大、IR-LED OFF）

ホワイトバランス ： Narrow, Wide, Full, Manual
AGC ：有り（最大ゲイン設定可能）
電子シャッター ：オート：最大・最小シャッター速

度を設定
マニュアル：1/30～1/30000, フ
リッカレス

電子感度アップ ：可能（OFF, ×2, ×4, ×8, ×16, ×32）
逆光補正 ： 2シャッターWDR, BLC（ノーマ

ル/霧除去モードにて測光エリア
で編集可）

霧除去 ：有り
カラーレベル ：調整可能
エンハンスレベル ：調整可能
ブラックレベル ：調整可能
3 次元ノイズリダクション：有り（0～10）
コントラスト調整 ：有り
デイナイト機能 ： IR カットフィルタ挿抜
赤外照明 ： 25 m
プライバシーマスク ： 4種類の矩形領域を設定可能
コリドール表示機能：有り
アラーム入力 ： 1系統（ターミナルブロック）

メイク/ブレイク選択
アラーム出力 ： 1系統（ターミナルブロック）

NC/NO
許容印加電圧：DC24 V 以下、
許容流入電流：300 mA 以下

モニター出力 ：出力コネクタ RCA(ピッグテー
ル)、OFF/NTSC

音声出力 ： 1回路（ターミナルブロック）
音声入力 ： 1回路（ターミナルブロック）

プラグインパワーマイク対応
SDカードスロット：有り（microSDHC/microSDXC）
プッシュスイッチ ：短押し（オートフォーカス）

長押し（工場出荷）

■　レンズ部
焦点距離（倍率） ： 3.3 mm (W) – 9.7 mm（T）（2.9

倍）
最大口径比 ： F1.6（ワイド端）～F3.09（テレ端）
包括角度（水平×垂直）
（設計値）

： 106°×55°（ワイド端）～33°×19°
（テレ端）

撮像角度調整 ：パ ン:±175°
チルト:0°（横向き）～90°（真下:天
井取付時）
ローテーション:±95°

IRフィルタ切替 ：有り
近赤外 ：対応
ズーム/フォーカス調整：電動

■　ネットワーク部
インターフェース ： RJ-45、10Base-T/100Base-TX

(AUTO NEGOTIATION/MANUAL)
通信プロトコル ： IPv4, IPv6, HTTP, HTTPS, TCP,

UDP, FTP, RTP, RTSP, RTCP,
SMTP, DHCP, NTP, SNMP
v1/v2c/v3, ICMP, IGMP, DNS,
DARP, UPnP, IEEE802.1x, SMB,
SSL3.0

標準化プロトコル ： ONVIF profile S/T
画像圧縮方式 ： H.265(Main profile)/H.264(Main/

High profile)/JPEG
フレームサイズ ： 1920 × 1080、1280 × 960、1280 ×

720、640 × 480、640 × 360、320 × 240
コリドール表示のときは縦横比が逆
になります。

圧縮設定（H.265） ： VBR/CBR（ビットレート設定可
能 64 Kbps～12 Mbps）

圧縮設定（H.264） ： VBR/CBR（ビットレート設定可
能 64 Kbps～12 Mbps）

圧縮設定（JPEG） ： Variable（クオリティ設定可能）
フレームレート ：最高 30fps
音声圧縮方式 ： G.711(μ-Law), AAC
配信方式 ：ユニキャスト/マルチキャスト
SDカード機能 ： H.265、H.264 のイベントアク

ションによる記録用途の設定、
Webブラウザーによる再生、ダ
ウンロード、削除が可能

FTP映像送出機能 ：有り
ビューワー ：Webブラウザー

Microsoft Edge

次のページへつづく
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接続クライアント数：最大 20
最大合計配信レート：ビットレート合計が 40 Mbps未

満（ただし、制限はかからない）
マルチエンコード ：異なるフレームサイズや圧縮形

式、ビットレートで同時 3本まで
エンコード可能

ネットワーク障害検出機能：有り（SD カード記録のみ）
異音検出機能 ：有り
動き検出/侵入検出機能：有り
妨害検出機能 ：有り
置き去り検出機能 ：有り
持ち去り検出機能 ：有り
ラインクロス検出機能：有り（カウンター機能有り）
除外エリア設定機能：有り（妨害検出を除く）
オブジェクト分類機能：有り（人、乗用車）使用条件有り
Webサーバー機能：有り
FTPサーバー機能 ：有り（SDカード記録ファイルダ

ウンロード用）
FTP クライアント機能：有り
メール通知機能 ：有り
DHCP クライアント機能：選択可能（工場出荷時：無効）
SNTP クライアント機能：有り
アクセス保護機能 ：有り（3段階設定）
スマートコーデック機能：有り

■　推奨 PC
OS ：Windows 10 Pro(64 bit)
CPU ： Intel Core i5　2.7 GHz以上
メモリー ： 8 GB以上
ハードディスク容量： 512 MB以上の空き容量
ディスプレー ： 1920×1080 ピクセル以上、

True Color

■　総合部
電源 ： DC 12 V、PoE（IEEE802.3af 準

拠）
消費電力 ： PoE 6.7 W, DC 12 V 7.2 W
消費電流 ： PoE 48 V 140 mA, DC 12 V 600

mA
周囲温度 ： -40 °C～50 °C

-30 °C～40 °C（推奨）
起動：-30 °C以上

湿度 ： 10 %RH～90 %RH（結露なきこ
と）

防じん防水性能 ： IP66準拠（JIS C 0920）
内部時計精度 ：月差 5分以内
外形寸法 ：幅 92.5 mm x 高さ 87 mm x 奥行

315.5 mm（突起物含まず）
質量 ： 835 g
電工ボックス ： Panasonic 製スイッチボックス

DS4912 対応（付属のアダプター
プレート使用）

仕上 ：本体:ペールグレー（マンセル
0.9PB8.5/0.4 近似）
アクセント:ライトシルバー（マ
ンセル 1.5PB8.4/0.3 近似）

■　添付物・付属品
取扱説明書（設置編）：1
保証書：1
テンプレート：1
アダプタープレート：1
レンチ：1
シリカゲル：1
コネクターカバー：1
ねじ（M3）（落下防止ワイヤー取付用）：1
サンシェード：1
つまみねじ：1

その他 (つづき)
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■　外形寸法図［単位：mm］
92

.5

315.5

283

120°

Ø70

12
0°

87

※　本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。
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メモ

 

その他 (つづき)
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VN-H158WPR

〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12
ホームページ  https://jkpi.jvckenwood.com/

JVCケンウッド
カスタマーサポートセンター

携帯電話・PHS

一部のIP電話など

FAX

固定電話

〒221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12

0570-010-114
045-450-8950
045-450-2308

0120–2727–87

ご相談窓口におけるお客様の個人情報は、お問合せへ
の対応、修理およびその確認に使用し、適切に管理を
行い、お客様の同意なく個人情報を第三者に提供また
は開示することはありません。

© 2022 JVCKENWOOD Public & Industrial Systems Corporation B5A-3876-10
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